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2 Kp-10　　　　 紅 餅 中 の 紅 色 色 素 につ い て

長嶋　直子　　 （東京家政大学）

〔目的〕染色用として市販されている紅餅を試料として紅色色素を単離、精製し、そ

の構造がすでに決定されている新鮮な花びら中の色素、カルタミンと同一で

あるかどうかを確認するとともに、色素の染色化学的性質を調べることを目

的とした。

〔方法〕紅餅を水洗いし水溶性の黄色色素を除去した後、セルロースパウダーに紅色

色素を吸着させ、ピリジンで抽出して精製した。これを薄い塩酸で洗い紅色

色素を得た。 NMR を用いて色素の構造を確認するとともに、この色素を用い

て色素水溶液の可視部吸収スペクトルに及ぼす溶液のpH の影響、色素水溶

液の安定性、および絹布に対する吸尽串を求めた。また絹布を染色し染色絹

布の色をL*a*b* 表色系のa ゛b*色度図上に示した。更に絹フィブロインを製

膜して染色し、染色フィルムの吸収スペクトルを測定した。

〔結果〕紅餅から単離した紅色色素のNMR を測定し、カルタミンのそれと比較した

ところ両者は完全に一致し、加工、保存の過程を経ても色素は変化していな

いことがわかった。水溶液の吸収スペクトルはpH が高くなるにつれ短波長

にシフトし、アルカリの雰囲気では構造中の共役系が切断されると推定した。

また、水溶液中での経時変化は、明瞭な等吸収点を示すこと、吸尽率は85%

程度であることを明らかにした。

2 Kp-11 僻金色素クルクミンによる染色と媒染

○木村光雄、西原仁美、笠井暢民（神戸女大・院）

目的　借金はショウガ科の多年草であって、古来の天然染料の一つであるが、同時に現

在最も注目されている薬用植物のひとつでもある。一般に借金と呼ばれているものには色
々の種類があって、必ずしも単一の植物ではないようであるが、いずれも主色素としてク
ルクミンを含んでいる。しかしながら、クルクミンは天然染料の中では数少ないジケトン

類であることから、これ迄その染色についての詳細な検討がなされていなかった。本報で
は、借金の種類やクルクミンの染着と媒染の機構、特に金属イオンとの反応についてアセ

チルアセトン他と比較検討した結果について報告する。

方法　まず市販染料、惨金茶、春借金、クルクミン試薬などについてＴＬＣ及びＰＣに
よる検討を行なった。次にクルクミンと金属イオンの反応を検討するため、モデル化合物

として基本的なジケトンのアセチルアセトン及びクルクミン分子の末端と同構造のグァヤ
コール(o-methoxyphenol) を使用して比較検討した。さらに借金からの煎出と染色、媒染

による堅ろう度の改善効果、抗菌効果、かび抵抗性などについての検討を行なった。

結果　クルクミンは熱煎することによって借金から抽出され、酸性では安定であるが、

アルカリ性では変色した後に分解する。また、媒染の機構について、同じ条件でクルクミ
ン、アセチルアセトン及びグァヤコールとCu^-`の反応を吸収スペクトルの連続変化法で測

定したところ、クルクミンはグァヤコールと同様に反応し、アセチルアセトンのようなエ

ノール型での反応は起らないことを知った。このような反応はAP 、゙Fe'へCr'-*‘などにつ

いても同様であったが、これによる日光堅ろう度の改善効果はCu' の゙場合が著しかった。
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